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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
産学官連携活動は、それぞれが組織間関係の中で如何に活動し、適切な相互作用により学のシーズ、

産のニーズを基礎に事業創造を実現するかが問われている。 

 しかし、この連携活動については、学術的なメカニズムの説明に始まり、その中でのコーディネータ

ーの作用に至るまで論理的な説明、研究がなされてこなかった。 

 本研究では、この分野としては初めて組織間関係論を基礎とした学術的、論理的に現象を記述し、組

織間で仂くパースペクティブにおける産学官連携の課題構造を特定した。この課題構造モデルの中で、

連携活動が各パースペクティブの中で必要とされるコーディネーターの役割と機能、及びこれらを実行

する為の能力を特定している。 

この様に、学術的に論理的にコーディネーターの役割、機能及び必要な能力を定義した研究事例は無

いことから、意義の高い論文であると考える。 

 
２.審査の経過と結果 
（１）平成２７年１月１４日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成２７年２月１３日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２７年２月１８日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
 


